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編
集
後
記 

今
月
の
花
は…

と
い
う 

よ
り
葉
は
、
ク
ロ
ー
バ
ー 

で
す
。
四
つ
葉
を
見
つ
け 

ら
れ
た
ら
ラ
ッ
キ
ー
☆ 

今
回
は
、『
食
品
の
自
主
回
収
』
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。
要
因
は
様
々
で
す
が
、
本
市
内
で
も

度
々
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
施
設
に

お
け
る
管
理
体
制
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
！ 

  
 

１ 

自
主
回
収
と
は…

  
 

自
主
回
収
と
は
、
『
製
造
者
等
の
事
業
者
（
以

下
、
事
業
者
）
が
、
食
品
衛
生
法
の
違
反
や
そ
の

恐
れ
が
あ
る
製
品
を
、
自
ら
の
判
断
で
回
収
す
る

行
為
』
の
こ
と
で
す
。 

  
 

２ 

ど
ん
な
場
合
に
行
う
の
？  

 

一
般
的
に
、
販
売(

卸)

し
た
製
品
が
消
費
者
に

何
ら
か
の
被
害
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
場
合

に
行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
異
物
混
入
や
食
品

表
示
中
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
表
示
漏
れ
、
期
限
の
誤
表

示
等
で
す
。
前
段
で
示
し
た
と
お
り
、
あ
く
ま
で

事
業
者
自
ら
が
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

    

自
主
回
収 

と 

回
収
命
令 

事
業
者
自
ら
行
う
自
主
回
収
に
対
し
、
異
常
の

あ
っ
た
製
品
の
回
収
を
行
政
が
事
業
者
に
命
令

す
る
こ
と
を
『
回
収
命
令
』
と
言
い
、
事
業
者
は

そ
の
指
示
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

【
回
収
命
令
】 

行
政
が
、
収
去
検
査
等
で
違
反
を
探
知

し
た
食
品
に
つ
い
て
、
食
品
衛
生
法(

第
五
十
九
条)

に

基
づ
い
て
製
造
者
等
に
回
収
さ
せ
る
措
置
命
令
。 

   
 

３ 

具
体
的
に
は
何
を
す
る
の
？  

 

異
常
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
製
品
の
回
収
と
廃

棄
を
行
い
ま
す
。
被
害
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
も
迅

速
な
対
応
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、
食
品
衛
生
法
（
第
五
十
八
条
）
に
基
づ

き
、
行
政
庁(

管
轄
の
保
健
所)

に
対
し
て
「
回
収

着
手
の
旨
」
、「
回
収
の
状
況
」
を
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
こ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の

届
出
を
行
っ
た
場
合
は
、
罰
則(

五
十
万
円
以
下

の
罰
金)

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
異
常
の
原
因
を
排
除
し
な
け
れ
ば
、

そ
の
後
の
製
品
に
も
波
及
し
か
ね
な
い
た
め
、
原

因
の
究
明
と
排
除
も
不
可
欠
で
す
。 

   

自
主
回
収
届
の
提
出
は…

 

行
政
庁
へ
の
届
出
は
、
①
書
面
の
窓
口
持
参
と

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ど
ち
ら
か
で
行
え
ま
す
。 

  

①
様
式
は
本
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ 

ー
ド
可
。
必
要
事
項
の
記
入
と
資 

料
を
添
付
し
て
保
健
所
窓
口
へ
‼ 

  

②
厚
生
労
働
省
が
運
用
し
て
い
る 

「
食
品
衛
生
申
請
等
シ
ス
テ
ム
」 

に
て
、
必
要
事
項
の
入
力
と
資
料 

デ
ー
タ
を
添
付
し
て
登
録
を
‼ 

 

※
詳
細
は
保
健
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

   
 

４ 

事
業
者
が
負
う
べ
き
負
担  

 

自
主
回
収
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
回
収
等
の

対
応
に
要
す
る
〝
時
間
〟
や
〝
費
用
〟
な
ど
の

負
担
が
生
じ
る
ほ
か
、
『
取
引
先
や
消
費
者
か
ら

の
信
用
が
失
わ
れ
る
』
な
ど
、
事
業
者
に
と
っ
て

大
き
な
損
失
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
す
。 

  
 

５ 

自
主
回
収
事
案
を
予
防
し
よ
う  

 

安
全
な
製
品
を
安
定
的
に
製
造
す
る
た
め
に
、

衛
生
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
製
造
に
関
係
す
る
記
録
や
施
設
の
衛
生

維
持
、
従
事
者
の
体
調
管
理
の
状
況
な
ど
の
記
録

類
を
整
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
「
製
造
時
の
事

故
等
異
常
の
発
生
の
有
無
」
や
「
販
売(

卸)

先
と

そ
の
数
量
」
な
ど
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
で
、
再

発
や
被
害
拡
大
の
防
止
を
迅
速
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

  

〝
食
品
表
示
法
〟
関 

連
の
自
主
回
収
は
、
令 

和
三
年
六
月
か
ら
の
約 

五
年
間
で
四
一
七
八
件 

報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

(

下
表
参
照) 

 

そ
の
大
部
分
は
、
一 

括
表
示
ラ
ベ
ル
の
貼
り 

間
違
い
に
よ
る
〝
ア
レ 

ル
ゲ
ン
〟
を
原
因
と
す 

る
も
の
、
ラ
ベ
ル
記
載 

時
の
ミ
ス
に
よ
る
〝
期 

限
表
示
〟
を
原
因
と
す 

る
も
の
で
し
た
。 

い
ず
れ
も
人
為
的
な 

ミ
ス
に
よ
る
可
能
性
が 

高
く
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ 

ク
体
制
が
十
分
に
機
能 

し
て
い
れ
ば
防
げ
た
か 

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

  

ま
た
、
〝
食
品
衛
生
法
〟
関
連
の
自
主
回
収
は
、
令

和
三
年
六
月
か
ら
９
ヶ
月
間
で
四
六
四
件
が
報
告
さ

れ
、
そ
の
半
数
以
上
が
、
製
品
の
不
良
に
関
係
し
た
も

の
で
し
た
。(

右
下
グ
ラ
フ
参
照) 

 

                
 

６ 

お
わ
り
に…

  
 

食
品
に
関
す
る
事
故
は
、
故
意
に
起
こ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
年
間
千
件
程
度
の

食
中
毒
が
発
生
し
、
消
費
者
を
死
に
至
ら
し
め
る

ケ
ー
ス
も
起
き
て
い
ま
す
。 

ま
ず
は
、
「
他
人
事
」
で
終
え
ず
、
「
自
分
事
」

と
し
て
意
識
を
持
ち
な
が
ら
、
今
一
度
、
現
行
体

制
等
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
ょ
う
！ 

 
 
 
 
 
北九州市保健所 
東部生活衛生課 
広域食品指導係 
小倉北区馬借 1-7-1 
4 階 
TEL 093-583-2048 
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ラベルの
貼り間違い

ラベル誤入力
・入力漏れ、
印字機不具合

使用原材料
の間違い

ラベルの
貼り忘れ

その他 理由不明

個別的義務表示

(食品毎の表示義務等)

その他 46

51112317

77936期限表示 115

282513034

59611762681,571アレルゲン

2523915保存方法

12451

294

六
月
十
六
日(

月)

、
食
中
毒
注
意

報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。 

 

特
に
温
度
管
理
に
注
意
し
、
食

中
毒
発
生
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！ 

全国の自主回収の理由別割合(％) 
※厚生労働省作成の資料より引用。 
※R3.6.1〜R4.2.28 の報告を計上。 


